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論 文 内 容 の 要 旨 
 わが国の国民栄養調査によると近年の国民の栄養素摂取状況は平均的には良好といえるが、その分布を詳細
に検討すると低栄養グループから過剰栄養グループまで幅広く分布し、特に高齢者ではその分極傾向が他の年
齢層に較べ顕著であることが指摘されている。本論文ではこのような高齢者の栄養状態に影響すると考えられ
る加齢による「食物摂取状況の変化」と「身体機能の変化」の解明を目的に調査・研究を行なった。 
 第１章では本論文に関係する文献調査の結果を述べている。 
 第２章では高齢者と若年者の食品群別充足率を簡易食物摂取状況調査により把握し食生活状況などの要因と
の関連を検討した。その結果、独居の男性高齢者は独居の高齢女性に較べ果物類の充足率が有意に低く、一人
で食べることが多い男性高齢者は乳製品、野菜類、果物類の充足率が低い傾向にあり、これらの傾向は独居男
子大学生・院生にも見られた。一方、高齢、若年女性ではそのような傾向がみられなかったことから、高齢化
社会においては男性高齢者に対する栄養教育・食生活支援が重要であることなどを明らかにした。 
 第３、４章では、若年、高齢女性を研究協力者として、四季、ほぼ同様の実験プロトコールに従い、朝食後
小腸で消化・吸収されずに大腸に達した糖質量を呼気中水素ガステストにより測定し、摂取した糖質の全量に
対する非吸収糖質の量の比率（非吸収率）を求めた。その結果、若年者では冬季に糖質の非吸収率が最も高く、
次に夏、春、秋の順に低くなり、秋季の非吸収率は冬季のそれに較べて有意に低かった。一方高齢者では冬季
に非吸収率が最も高かったが、春季に最も低く、秋季は若年者と同じであった。また、高齢者、若年者ともに
試験食の消化管通過時間の季節性は見られなかった。これらの結果から、高齢者、若年者ともに糖質の非吸収
率には季節性が存在して冬季に最も高く、健康な高齢者の糖質の非吸収率は若年者に比べてほぼ同じで、加齢
による糖質の消化・吸収機能の低下はみられないことなどを明らかにした。 
 第５、６章では、それぞれ若年、高齢研究協力者の朝食摂取前後における胃の筋電活動の２つのパラメータ
ー、dominant slow wave frequency (DF) とpercentage of the 2-4 cpm gastric slow wave (Normal％) を胃
電図の周波数解析から求め、それらの季節変動性を比較・検討した。その結果、若年者、高齢者のDFは季節性
を示さず、また若年者、高齢者の食前、食後のDFはいずれの季節でも有意な差は見られなかった。これらの結
果から、胃運動の食前・食後におけるDFには高齢者、若年者ともに季節変化はなく、第３、４章で明らかにし
た糖質の非吸収率の季節変動性は胃運動の季節変化によるものでないことなどを明らかにした。 
 第７、８章では、日本で行なったとほぼ同様の実験プロトコールと朝食を用い、ポーランドに住む若年者、
高齢者の糖質の非吸収率の季節変動性を測定し、それらのポーランド・日本、高齢者・若年者との間で比較・
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検討した。その結果、ポーランドにおいても、糖質の非吸収率の季節性が存在し、その変化は高齢者・若年者
とも日本のそれとほぼ同じであり、また高齢者の糖質の非吸収率はいずれの季節においても若年者とほぼ同じ
であることなどを明らかにした。 
 第９章では各章の概略を述べ、また本論文の総合的まとめを行なった。 
 第10章では第２章から第８章までの結果を総合的に検討し、高齢者と若年者の食生活・消化管機能の違いか
ら高齢者の食と栄養管理に対する提言を含む論考を行なった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文はわが国の急速な高齢化を背景として、高齢者に顕著で且つ高齢者の食・栄養管理において注意すべ
き栄養状態の二極化の要因である加齢に伴う“食物摂取状況の変化”と“身体機能の変化”に関して、食生活、
消化管機能を高齢者と若年者の間で比較・検討している。本論文は、それらの調査・研究の結果を詳細に記述
し、またその結果に基づいた高齢者の食と栄養管理に対する具体的提言を行っており、生活科学研究科・長寿
社会食生活学分野の博士論文として評価できる。 
 第１章では高齢者と若年者の食生活、身体機能の比較研究についての文献調査を基に本論文の研究背景・研
究目的について的確に述べている。 
 第２章では、高齢者、若年者の食生活の現状を簡易食物摂取状況調査票により把握し、食品群別摂取充足率
と食生活状況との関連を検討している。その結果から、筆者は高齢社会での「男性高齢者に対する栄養教育や
食生活支援の必要性」と「男性に対する若年期からの十分な栄養教育の実施の必要性」を提言している。これ
らの提言は他の先行研究でも指摘されていることでもあるが大阪市・近畿圏を含む今回の調査研究において、
それらの必要性を確認したことは評価できる。 
 第３、４章では、糖質の消化吸収能力と食物の消化管通過時間の季節変化を若年者と高齢者の間で比較する
ことにより消化管活動の加齢による変化を検討している。その結果から“健康高齢者”の糖質吸収に関係する
消化管機能は若年者に比較して低くなく、加齢に伴って急速に低下することはないことを明らかにしている。
また、糖質の非吸収率の季節変動性を明らかにしたことはヒトの消化管活動に概年リズムが存在することを実
証しており、時間生物学の観点からも興味ある研究結果となっている。また、この研究結果は、女性における
60代からの肥満率の増加の一つの生理的要因を示唆しており評価できる。 
 第５、６章、では、それぞれ第３、４章の研究に参加した若年、高齢研究協力者を対象として、朝食摂取前
後における胃の筋電活動のパラメーター、DFとNormal％を胃電図の周波数解析から求め、それらの四季におけ
る変化を比較・検討している。その結果、若年者、高齢者の朝食前後のDF値はいずれの季節でも有意な差がな
いことを明らかにしており、このことは食物の消化に影響するといわれている胃の収縮頻度を制御する筋電活
動も加齢により低下しないことを示しており、第３、４章で得られた結果を支持するものとして評価できる。 
 第７、８章、では、第３、４章に記述された日本人若年、高齢者を対象とした研究とほぼ同様の実験プロト
コールと朝食を用い、ポーランド人若年者、高齢者の四季における糖質の非吸収率及び試験食の消化管通過時
間を測定し、それらの季節変化についてポーランド・日本、高齢者・若年者との間で比較・検討を行なってい
る。その結果、糖質の非吸収率に関して日本での研究結果“糖質の非吸収率には季節変動性が存在する”、“加
齢による糖質の消化・吸収機能の顕著な低下はみられない”と一致し、この２点について生理人類学的に検証
したことは高く評価できる。 
 第９章では各章の概略を述べ、最後の第10章では第２章から第８章までの結果を総合的に検討して、高齢化
社会における食と栄養管理に対する主な提言として、“男性に対する若年期からの十分な栄養教育の実施”、“高
齢期における糖質過剰摂取への注意喚起”を挙げている。 
 以上、本論文は高齢者の栄養不良をもたらす要因である“食物摂取状況の加齢による変化”と“身体機能の
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加齢による変化”に関して、高齢者と若年者の食生活の違い、高齢者と若年者の消化管機能の季節変動性とそ
れぞれの季節における比較を行い、その研究結果から高齢社会における高齢者の食と栄養管理に対する具体的
提言を行っており、優れた成果をあげていると全編を通して評価できるものとなっている。以上のことから、
博士（学術）の学位に値するものと認定した。 
